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古紙配合率１００％再生紙を使用しています
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よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に
会
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。（
区
共
催
）

　
 
・ 

左
表
の
と
お
り 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

２２

３２

時

内

場

問

〈第７回まちづくり博覧会・街づくり助成活動報告会〉
内　　　　容時　間月日

自主企画コーナー：有志のグループ運営の活動紹介午前１０時～

２
月　

日
�

２８

中庭でのパフォーマンス（新井陽子とその仲間たち）正午～午後１時
・展示=街づくり助成団体・自主参加団体によるパネル展示
（期間中常設）・子どもとまちづくり=千代田と杉並の子ど
もたちによる未来のまちデザインワークショップ・まち博
シンポジウム｢市民参加のしくみを考える」

午後１時３０分～
５時３０分

日米飲酒運転事情=NPO法人MADD JAPANによる飲酒運
転撲滅、被害者のケアに関する取り組みあれこれ（参加費
３００円）

午後５時３０分～
７時３０分

プレ･イベント 特別参加団体活動発表会午前９時３０分～
１０時

　
　
　

日
�

２９

街づくり助成活動報告会＆ディスカッション
審査員：井上赫郎、村上美奈子、芦 哲雄

午前１０時～
午後４時３０分

中庭でのパフォーマンス（新井陽子とその仲間たち）午前１１時４５分～
午後０時４５分

自主参加団体のポスターツアー午後３時１５分～
４時

第８回杉並｢まち｣デザイン賞授与式午後４時３０分～
５時

杉並区では自然と歴史的環境に調和し、杉並らしい
魅力的なまちなみづくりに貢献している建物や地域
活動等を、杉並「まち」デザイン賞として表彰して
います。広報、ポスターなどを通じて候補を募集し
たところ、６１件の推薦、応募がありました。選考委
員会での審査を経て、次の５件に決まりました。　
　　　　　――問い合わせは、まちづくり推進課へ。
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　　大好きなまちだから、みんなに教えたい　　

　わずか１間半の間口に建つ独創的な
意匠の建物。こだわりのアイデアと小
さなみどりが道行く人の心を和ませて
くれます。

　今では大変珍しくなった平屋建て住宅。
白い壁とオレンジの屋根が、まちの緑と大
きな青空に溶け込み、豊かな空間を保って
います。

　良く手入れされた、 柊木犀 と 椿 の生
ひいらぎもくせい つばき

垣。屋敷内の樹木と一体となって、今
では貴重になってしまった杉並の原風
景を留めています。

　自然素材を巧みに使った建物と、小さな空間にセ
ンス良く植えられた草木が、まちなみに温かみと潤
いを与えてくれます。

　御神木として大切に残された 欅 の
けやき

木。道行く人に季節の移り変わりを
知らせてくれる、まちの目印にもな
っています。

阿
佐
谷
南
の
一
本
の
木
（
阿
佐
谷
南
１
―　

）
２５

ギ
ャ
ラ
リ
ー
寿
庵
（
西
荻
北
４
―
５
）

南荻窪の住宅 （南荻窪２－２５）

パラシオ  デ  ヒロ （高円寺北３－３２）

荻窪の生垣 （荻窪１－１５）

　受賞対象の写真は、２月１９日�～２６日�に、区役所１階ロ
ビーで展示しています。また、昨年解体された天沼日の丸幼
稚園の「梅鉢型園舎」の模型も展示しています。
　リーフレットを区民事務所・分室、駅前事務所、図書館、
地域区民センターで配布します。
　２月２９日�午後４時３０分からセシオン杉並で、杉並「まち」
デザイン賞授与式を行います。（下表のとおり）

�
�
�
�
�
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�
	


�

街
づ
く
り
助
成
活
動
報
告
会
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安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

○
第
二
次
地
域
経
済
活
性
化

緊
急
プ
ラ
ン

…
三
億
七
九
一
五
万
円

　

「
千
客
万
来
・
ア
ク
テ
ィ

ブ
商
店
街
事
業
」
を
拡
充
し

て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
空

き
店
舗
を
活
用
し
た
事
業
者

の
支
援
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
、
運
転
資
金
の
融
資
を
行

う
と
と
も
に
、
国
の
事
業
で

あ
る
「
緊
急
地
域
雇
用
対
策

事
業
」
を
活
用
し
て
、
就
労

と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

○
ア
ニ
メ
の 
杜 
推
進
事
業
の

も
り

充
実

…
六
二
〇
〇
万
円

　

ア
ニ
メ
情
報
発
信
の
拠
点

と
し
て
、
ア
ニ
メ
資
料
館
の

機
能
の
拡
充
を
図
り
、
集
客

性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
参
加
情
報
サ
イ
ト
の

構
築
・
支
援

…
一
〇
五
二
万
円

　

地
域
活
動
を
支
援
す
る
た

め
情
報
基
盤
を
整
備
し
、
地

域
の
課
題
や
問
題
解
決
に
向

け
て
、
区
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行

政
等
の
協
働
の
枠
組
み
と
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

○「（
仮
称
）杉
並
・
人
づ
く
り

大
学
」創
設
の
条
件
整
備

…
二
〇
〇
万
円

　

地
域
活
動
の
参
加
に
必
要

な
知
識
や
技
能
を
提
供
す
る

人
材
育
成
機
関
と
し
て
、

「（
仮
称
）
杉
並
・
人
づ
く
り

大
学
」
創
設
の
条
件
整
備
を

進
め
ま
す
。

○
駅
周
辺
の
整
備

…
四
億
三
七
七
五
万
円

　

下
井
草
駅
周
辺
の
整
備
を

進
め
る
ほ
か
、
高
円
寺
駅
駅

舎
の
改
築
計
画
に
伴
う
駅
前

広
場
の
整
備
計
画
な
ど
の
検

討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
高

円
寺
駅
北
口
に
有
料
制
自
転

車
駐
車
場
を
開
設
し
ま
す
。

○
「
す
ぎ
丸
」
運
行
路
線
の

増
設

…
八
九
四
四
万
円

　

「
す
ぎ
丸
」
の
運
行
路
線

を
増
設
し
、
新
た
に
浜
田
山

駅
〜
下
高
井
戸
駅
間
で
運
行

を
開
始
し
ま
す
。

○
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

…
一
六
一
一
万
円

　

環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
か
し
た
太
陽
光
発

電
装
置
の
設
置
助
成
を
昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

○
「（
仮
称
）
す
ぎ
な
み
環
境

情
報
館
」
の
開
設

…
八
五
六
万
円

　

環
境
や
自
然
に
関
す
る
資

料
を
閲
覧
し
た
り
、
学
習
す

る
こ
と
が
で
き
る
「（
仮
称
）

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
」
を

開
設
し
ま
す
。

元
気
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

○
危
機
管
理
体
制
の
充
実

…
二
億
三
一
二
四
万
円

　

子
ど
も
た
ち
や
施
設
利
用

者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
区
立
小
学
校
や
保
育
園

を
は
じ
め
、
区
立
施
設
に
防

犯
カ
メ
ラ
等
を
設
置
し
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
体

制
を
拡
充
し
ま
す
。

○
生
活
安
全
の
確
保　
　

　

…
一
億
三
一
四
七
万
円

　

防
犯
自
主
活
動
団
体
へ
の

支
援
の
拡
充
、
商
店
街
や
私

立
の
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置

の
助
成
を
し
ま
す
。

○
防
災
対
策
の
推
進

…
三
億
三
二
七
七
万
円

　

防
災
公
園
と
し
て
の「（
仮

称
）
杉
並
南
中
央
公
園
」
の

整
備
や
デ
ジ
タ
ル
地
域
防
災

無
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
杉
並
型
救
命
救
急
体
制
の

整
備

…
一
八
〇
〇
万
円

　

小
児
救
急
の
充
実
や「（
仮

称
）
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
」
の
創
設
な
ど
、
救
命
救

急
医
療
の
連
携
と
と
も
に
初

期
救
急
対
応
能
力
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。

○
障
害
者
の
自
立
生
活
支
援

…
一
億
四
五
四
六
万
円

　

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施

設
を
核
と
し
た
二
四
時
間
型

の
地
域
生
活
支
援
施
設
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
就
労
支

援
の
た
め
の
「
定
着
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
な
ど
を
創
設

し
ま
す
。

○
増
大
す
る
保
育
需
要
へ
の

対
応

…
七
九
四
七
万
円

　

認
証
保
育
所
へ
の
助
成
や

保
育
園
の
定
員
の
拡
大
を
図

り
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
、
待
機
児
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
ま
す
。

○
「
科
学
と
自
然
の
散
歩
み

ち
」
の
整
備

…
一
億
九
九
九
〇
万
円

　

小
柴
昌
俊
博
士
の
功
績
を

記
念
し
、
地
域
の
自
然
や
景

観
を 
活 
か
し
た
散
歩
道
を
整

い

備
し
ま
す
。

○
生
活
道
路
に
お
け
る
電
線

類
の
地
中
化

…
二
一
五
〇
万
円

　

電
線
や
障
害
物
を
除
去

し
、
安
全
で
快
適
な
生
活
空

間
を 
創 
り
だ
し
ま
す
。

つ
く

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
安

全
装
備
の
整
備
・
拡
充　

　
　

…
一
億
五
四
五
二
万
円

　

個
人
情
報
の 
漏  
洩 
や
不
正

ろ
う 
え
い

な
侵
害
を
防
止
し
、
情
報
管

理
の
徹
底
と
安
全
な
情
報
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
強
化
し
ま

す
。

０

50
１００

150
２００

250
３００

３５０

　１６年度は、杉並区の未来を見据えつつ、安全・安心の諸施策を一層推進し、元気と活力ある地域社会を再生していくた
め、「安全・安心をかため、元気・活力に挑む」予算と位置付け、編成しました。
　なお、この予算案は、平成１６年第１回区議会定例会で審議されます。予算案についての詳しい内容は「平成１６年度杉並
区当初予算案の事業概要」をご覧ください。区政資料室（区役所西棟２階）や区立図書館にあります。また、区のホーム
ページでもご覧になれます。

　　　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、財政課へ。

地域に元気と活力を地域に元気と活力を
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１６（２００４）年２月２１日（土曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　一般会計の当初予算は１３９７億６０００万円で前年度と比べ、１１５億２００万円、９．０％の

増となり、一般会計と４つの特別会計の総予算額では、２４８５億７２８万円で、前年度

と比べて１１６億４６１３万円、４．９％の増となりました。

　一般会計が増えた理由は、減税補てん債の一括償還に伴う経費の増が主な要因

となっています。この減税補てん債の一括償還に伴う臨時的支出を除くと、１２５７

億８０８０万円となり、前年度に比べて１．９％減っています。　

　このような厳しい財政状況の中でも「２１世紀ビジョン」に掲げた目標を実現す

るため、実施計画に盛り込んだ事業はもとより、行革計画である「スマートすぎ

なみ計画」の計画項目は確実に予算に反映させています。

 　〈１６年度当初予算案〉 単位：千円

増 減 率１５年度１６年度  会計

９．０％１２８，２５８，０００１３９，７６０，０００一 般 会 計

３．６％４２，４６９，７２６４３，９９２，２８２国民健康保険事業会計

△６．４％４３，９９０，８３３４１，１７６，８７３老人保健医療会計

△２．２％１，０８３，００１１，０５９，００１用 地 会 計

６．９％２１，０５９，５９０２２，５１９，１２６介護保険事業会計

４．９％２３６，８６１，１５０２４８，５０７，２８２合 計
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未
来 
に
夢
を 
育 
む
ま
ち
づ
く
り

あ　
　

す 

は
ぐ
く

○
「（
仮
称
）
杉
並
学
会
」
の

設
立　

…
一
〇
〇
万
円

　

杉
並
の
歴
史
と
文
化
、
原

風
景
を
再
発
見
し
、
区
民
の

地
域
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り

を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
杉

並
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

元
気
で
夢
を
育
む
杉
並
に
向

け
た
提
言
を
行
う
た
め
、
学

識
経
験
者
や
区
民
な
ど
か
ら

な
る「（
仮
称
）杉
並
学
会
」を

設
立
し
ま
す
。

○
教
育
改
革
の
推
進

…
二
八
五
〇
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
学
力
・
体

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
教
育
改
革
を
一
層
推
進

す
る
た
め
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
を
通
じ
て
、
教
育
改

革
の
取
り
組
み
を
保
護
者
・

区
民
お
よ
び
全
国
に
発
信
し

ま
す
。

○
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り　

…
一
億
三
四
五
六
万
円

　

地
域
の
人
材
を
活
用
し
た

「
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

の
充
実
や
幼
小
連
携
・
小
中

一
貫
教
育
の
実
現
な
ど
様
々

な
教
育
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

○
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

…
二
億
四
九
九
万
円

　

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
図
書
館
の

児
童
図
書
数
や
、
学
校
図
書

室
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
の
図
書
室
と
区
立
図
書

館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

実
施
し
、
区
民
の
図
書
利
用

機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
教
育
環
境
の
整
備　
　

…
四
億
一
〇
八
四
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
校
舎
な
ど
の
耐

震
改
築
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
推
進

…
九
〇
六
万
円

　

区
民
の
健
康
増
進
と
ス
ポ

ー
ツ
の
普
及
や
小
中
学
校
の

体
育
授
業
の
充
実
の
た
め
、

早
稲
田
大
学
と
連
携
し
、
教

室
の
開
催
や
基
礎
体
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

　１３年度から実施してきた「スマートすぎなみ計画」を、「実施計画」の

見直しに合わせて改定し、１５年度から「第２次行財政改革実施プラン」と

して実施しています。

　時代の変化に対応した事業を実施するため、１６年度は３９億９４８万円の財

政効果を産み出し、当初の目標に対する達成率は、９８.４％になります。

第２次行財政改革
実施プランの実施��������������������

平 成 １６ 年 度
予算案の概要
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�

 

出
演
＝
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ

ー
、
カ
ー
チ
ャ
・
グ
ジ
ー
（
歌

と
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
演
奏
）、Ｅ
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
（
ピ
ア
ノ
）、
元
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
職
員
・
ミ
ハ

イ
ル
・
グ
ジ
ー
（
お
話
）
ほ
か

 

前
売
二
五
〇
〇
円
、
当
日
三

〇
〇
〇
円

▽
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

　

販
売
窓
口
＝
�
文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
（
上
荻
３
―　

―
２９

５
杉
並
会
館
内
）
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
�
区
役
所
一
階
コ
ミ

ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

分
�
地
域
区
民

３０

セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
８
時 

文
化
・
交
流

協
会
文
化
係
�
５
３
１
１
‐
７

０
３
５

�
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

３
月
４
日
�
午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午 

集
合
＝
上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草

３
―
８
―　

） 

コ
ー
ス
＝
上

１９

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
↓
武
蔵
関

駅
↓
武
蔵
関
公
園
↓
東
伏
見
稲

荷
神
社 

五
�
程
度
歩
け
る
方

 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合
場

所
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２

冒
険
遊
び
場
に
集
合
！

　

木
登
り
や
火
お
こ
し
な
ど
、

プ
レ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
普

段
で
き
な
い
遊
び
を
楽
し
も
う

！
（
区
後
援
）

　
 

３
月
３
日
�
・　

日
�
・

２７

　

日
�
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午

２８前　

時
〜
午
後
４
時
（
小
雨
決

１０
行
） 

塚
山
公
園
ふ
れ
あ
い
広

場
（
下
高
井
戸
５
―　

） 

無

２３

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

わ

内費

問

時

場
内

対

費

申
問

時
場

費

申

問

れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
冒
険
遊

び
場
実
行
委
員
会
・
檜
谷
（
じ

っ
ち
ゃ
ん
）
�
０
９
０
‐
１
８

５
５
‐
５
５
６
０
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
掲
示
板h
ttp
://w
w

w
8
0
.tc
u
p
.c
o
m
/8
0
0
9
/

b
o
u
k
e
n
a
s
o
b
ib
a
.h
tm
l/

Ｅ
メ
ー
ルa

s
o
b
ib
a
@
liv
e

d
o
o
r.c
o
m

 

汚
れ
て
も
い

い
服
装
と
着
替
え
、
遊
び
の
道

具
、
焼
き
た
い
食
べ
も
の
な
ど

自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

杉
並
ア
マ
美
連
盟
美
術
展

　
 

３
月
４
日
�
〜
９
日
�
午

前　

時
〜
午
後
６
時
（
４
日
は

１０
１
時　

分
開
場
、
９
日
は
５
時

３０

ま
で
・
区
共
催
） 

セ
シ
オ
ン

杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

２２

３２

日
本
画
、
洋
画
、
水
墨
画
、
工

芸
画
な
ど 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

杉
並
ア
マ
美
連

盟
・
渡
邉
�
３
３
９
２
‐
７
５

９
２

東
京
書
道
研
究
会
展

　
 

４
月
９
日
�
〜　

日
�
午

１１

前
９
時
〜
午
後
６
時
（
９
日
は

正
午
開
場
、　

日
は
３
時
か
ら

１１

表
彰
式
・
区
後
援
） 

セ
シ
オ

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

東
京
書
道
研
究
会
・
小
宮
山

�
３
３
１
１
‐
０
０
４
７ 

出

品
作
品
（
仮
表
装
以
上
の
も
の

に
限
り
ま
す
）を
募
集
し
ま
す
。

３
月　

日
ま
で
に
同
会
・
小
宮

３１

山
へ

 
自
然
観
察
会
「
野
鳥
」

　

善
福
寺
公
園
は
、
区
内
で
最

も
多
く
の
鳥
が
見
ら
れ
る
地
域

で
す
。
今
回
は
、
冬
に
多
く
見

他

時

場

内

費

申

問

時

場

費

申

問

他

ら
れ
る
野
鳥
を
中
心
に
観
察
会

を
行
い
ま
す
。

　
 

３
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
（
雨
天
決
行
） 

集
合
＝

善
福
寺
公
園
渡
戸
橋
付
近 

杉

並
野
鳥
研
究
会
・
竹
下
信
雄
ほ

か 

五
〇
名 

無
料 

２
月　
２３

日
午
前
９
時
か
ら
電
話
で
、
環

境
課
環
境
都
市
推
進
担
当
へ

（
先
着
順
） 

同
担
当

�
高
円
寺
若
者
雑
学
塾 

陶
芸
―
テ
ラ
コ
ッ
タ
で

作
り
ま
せ
ん
か

　

ミ
ニ
植
木
鉢
や
オ
カ
リ
ナ
な

ど
、
ど
な
た
で
も
作
れ
ま
す
。

　
 

・ 

３
月　

日
�
＝
作
品

１３

づ
く
り
、　

日
�
＝
窯
入
れ
、

２７

焼
き
物
の
話
、
道
具
づ
く
り
／

時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時

　

分
〜
正
午 

セ
シ
オ
ン
杉
並

１５（
梅
里
１
―　

―　

） 

青
木

２２

３２

稔 

両
日
参
加
で
き
る
方 

一

五
名
（
先
着
順
） 

五
〇
〇
円

 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１
�

３
３
１
７
‐
６
６
２
０
、
Ｅ
メ

ー
ルs

h
a
k
y
o

‐c
@
c
ity
.s
u

g
in
a
m
i.lg
.jp

へ 

同
セ
ン

タ
ー

�
郷
土
史
講
座 

史
跡
見
学
会
「
群
馬
県

富
岡
製
糸
工
場
と
小
幡

二
万
石
の
城
下
町
甘
楽
」

　
 

３
月　

日
�
午
前
７
時
〜

２４

午
後
６
時
（
予
定
・
区
後
援
）

 

コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅

↓
（
関
越
道
）
↓
甘
楽
町
（
史

跡
見
学
）
↓
官
営
富
岡
製
糸
工

場
跡
↓
（
関
越
道
）
↓
阿
佐
ケ

谷
駅
（
解
散
） 

五
〇
名
（
抽

選
） 

五
〇
〇
〇
円
（
バ
ス
代
、

昼
食
代
、
保
険
料
、
資
料
代
な

ど
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

時

場

師

定

費

申

問

時

内

場

師

対

定

費

申

問

時
内

定

費申

参
照
、
二
名
ま
で
連
記
可
）
で
、

３
月
１
日
（
必
着
）
ま
で
に
杉

並
郷
土
史
会
・
原
田
弘
（
〒　
１６６

‐
０
０
１
２
和
田
３
―　

―　

）

２７

２３

へ 

同
会
・
原
田
�
３
３
１
２
‐

６
６
２
３

�
連
続
学
習
会 

子
ど
も
の
権
利
を
守
る

ま
ち
づ
く
り　
　

　

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の

理
念
と
規
定
が 
活 
か
さ
れ
た
ま

い

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
九
回
連

続
で
学
び
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

３
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

阿
佐
谷
会
議
室
（
阿
佐

谷
北
２
―　

―　

） 

第
六
回

１８

１７

「
子
ど
も
の
学
び
・
文
化
・
遊

び
」 

子
ど
も
の
権
利
条
約
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
メ
ン
バ
ー
・
平
野

裕
二 

三
〇
名 

五
〇
〇
円

（　

歳
未
満
無
料
）、テ
キ
ス
ト

１８
代
一
〇
〇
〇
円
（
全
回
共
通
で

使
用
、　

歳
未
満
五
〇
〇
円
）

１８

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並

に
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
し
く

み
を
つ
く
る
会
・
山
内
�
・
�

３
３
９
５
‐
２
６
９
５ 

託
児

希
望
の
方
は
一
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
実
費
）

�
区
民
企
画
講
座 

こ
れ
が
妻
の
本
音
だ
！ 

本
音
を
知
っ
て
こ
そ
い
い
関
係

　

人
生
八
〇
年
、
い
つ
ま
で
も

い
い
夫
婦
、
い
い
家
族
で
い
た

い
。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
、
こ

れ
か
ら
の
夫
婦
・
家
族
を
考
え

る
お
や
じ
講
座
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１３

４
時 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

基
調
講
演「
こ

２２

３２

れ
が
妻
の
本
音
―
こ
れ
か
ら
の

夫
婦
を
考
え
る
」、ト
ー
ク
合
戦

お
や
じ
と
妻
の
大
討
論 

投
稿

問時
場

内

師定

費

申

問他

時
場

内

師

誌
「
わ
い
ふ
」
副
編
集
長
・
和

田
好
子 

五
〇
名
（
抽
選
） 

無
料 

ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
３
月
１
日

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

�
３
３
１
７
‐

２２

３２

６
６
２
０
、
Ｅ
メ
ー
ルs

h
a
k
y

o

‐c
@
c
ity
.s
u
g
in
a
m
i.lg

.jp

）
へ 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
７
‐
６
６
２
１

父
親
の
た
め
の
精
神
保

健
教
室

　
 

３
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

家
族
へ

１９

の
話
し
方
、
聞
き
方
の
具
体
的

な
方
法
を
学
ぼ
う 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
普

及
協
会
・
高
森
信
子 

精
神
障

害
者
の
家
族
の
方 

六
〇
名 

無
料 

当
日
、直
接
会
場
へ（
先

着
順
） 

高
円
寺
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

定

費

申
問

時
場

内
師

対
定

費

申
問

◆リサイクルひろば高井戸・３月の講習会◆
締切申込み参加費定員日　　　時内　　　容

―電話で
先着順

１００円各日
３名

１日�・８日�午前
１０時３０分～１１時３０分

生ごみたい肥相談コ
ーナー

６００円各日
１０名

１日�・１５日�午後
１時３０分～３時３０分リフォーム相談

当日、直接会場へ１００円１０名５日�午前１０時３０分
～正午

廃油（天ぷら油）か
らの石けん作り体験
コーナー

―電話で
先着順

１００円１０名６日�午後１時３０分
～３時３０分

小物ボックスづくり
体験コーナー

２００円１０名７日�午後１時３０分
～３時３０分

牛乳パックからの手
すきはがき

３００円各回
１０名

１３日��午後１時
�２時３０分包丁とぎを習おう

１点につ
き １００円１０名２１日�午後１時～４

時（受付３時まで）
おもちゃのクリニッ
ク（おもちゃの修理）

３月
１５日

往　復
ハガキ

２回で
１０００円１５名２７日�・２８日�午後

１時３０分～３時３０分
古布からのぞうりづ
くり（計２回）
※申し込み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７
‐４�３３３１‐４３６０）へ。ハガキ記入例参照（抽選）。水・木曜日休館。

「
愛
の
夢
」
ほ
か 

小
学
校
四

年
生
以
上
の
方 

三
五
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
福
祉
音
楽
協

会
・
三
木
�
３
３
３
５
‐
８
６

２
９
へ

◇
区
民
二
五
〇
名
（
五
〇
名
・

ペ
ア
一
〇
〇
組
）
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参

照
）
に
一
人
・
ペ
ア
の
別
も
書

い
て
、
３
月
８
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
福
祉
音
楽
協
会
・
三
木

（
〒　

‐
０
０
５
２
南
荻
窪
１

１６７

―　

―
４
）へ（
抽
選
） 

同
会
・

４１
三
木

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
一
八

周
年
救
援
コ
ン
サ
ー
ト 

い
ま
届
け
た
い
未
来
へ
の
希
望

　

原
発
事
故
か
ら
一
八
年
が
過

ぎ
た
今
も
、
被
災
地
で
は
病
気

で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト

の
収
益
金
は
被
災
地
の
子
ど
も

た
ち
の
医
療
費
、
医
薬
品
代
な

ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
午
後
３
時　

２５

３０

分
開
演
（
３
時
開
場
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

対
費

申

問
申

問

時

場

す
ぎ
な
み
生
活
展

　

消
費
者
グ
ル
ー
プ
が
「
食
」

「
環
境
」「
手
作
り
」に
つ
い
て
、

研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
と
消

費
者
活
動
の
三
〇
年
の
あ
ゆ
み

に
つ
い
て
も
展
示
す
る
予
定
で

す
。

　
 

３
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１１

午
後
４
時
、
７
日
�
午
前　

時
１１

〜
午
後
３
時　

分 

消
費
者
セ

３０

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
３６

４
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

時

場

費

申

場
へ 

消
費
者
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
４
‐
３
６
４
３

Ｗ
Ｍ
Ａ
コ
ン
サ
ー
ト 

オ
ペ
ラ
よ
り
―
「
愛
の
か
た

ち
・
こ
こ
ろ
」

　
 

３
月　

日
�
午
後
７
時
開

３０

演
（
６
時　

分
開
場
・
区
後
援
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

演
奏
＝
小
松
勉（
ピ

２２

３２

ア
ノ
）、島
田
美
香（
ソ
プ
ラ
ノ
）

／
曲
目
＝
ベ
ル
デ
ィ
「
椿
姫
」

よ
り
「
あ
あ
、
そ
は
彼
の
ひ
と

か
〜
花
よ
り
花
へ
」、
リ
ス
ト

問
時

場

内

◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日からです。
必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間のみの方
＝区役所国民年金課年金給付係／国民年金の３号被保険者期間のある方、厚生
年金や共済年金に加入したことのある方＝杉並社会保険事務所（高円寺南２‐
５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各種共済年金
加入者に扶養されている配偶者

問

▲ナターシャ・グジー



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

NO.1669●５ 平成１６（２００４）年２月２１日（土曜日）

〈表１　所得限度額〉　　　　　　　（１６年１月現在）
児童育
成手当

ひとり親家庭等
医療費助成児童扶養手当

扶養人数
申請者扶養義

務者等申請者扶養義
務者等

申請者
ＢＡ

３６０万４千円２３６万円１９２万円２３６万円１９２万円１９万円０人
３９８万４千円２７４万円２３０万円２７４万円２３０万円５７万円１人
４３６万４千円３１２万円２６８万円３１２万円２６８万円９５万円２人

３８万円加算３８万円加算３８万円加算１人増す
ごとに

（注）１．所得金額とは＝給与所得者の場合は、源泉徴収票の給与所得控除後
の金額。事業所得者の場合は、確定申告書の所得金額。　２．扶養人数と
は＝税法上の扶養人数。３．扶養義務者等とは＝申請者と同居の親・兄
弟姉妹等。

　　　　　　　　    〈表２　所得からの控除額〉　 　 　    （１６年１月現在）
児童育成
手　　当

児童扶養手当・ひとり親家庭等
医療費助成

８万円一律控除
２７万円勤労学生控除
２７万円寡婦・寡夫控除※
３５万円特別寡婦控除※
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済等
掛金・配偶者特別控除

１０万円
申請者の場合１０万円

老人扶養控除（１人につき） 扶養義務者等の場合
２人目から６万円

２５万円申請者の場合のみ１５万円特定扶養控除（１人につき）
※寡婦・寡夫控除および特別寡婦控除は、児童扶養手当・ひとり親家庭等医
療費助成については、申請者が母または父の場合は控除できません。

�
�
�
�
�
�

▽
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
（
中
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
、
公
的
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
母
子

家
庭
の
方
が
対
象
で
す
。

�
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生
計

を
異
に
し
て
い
る

�
父
が
死
亡
し
て
い
る

�
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

�
父
が
生
死
不
明

�
父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

�
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

�
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

▽
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１４

額
と　

年
中
に
児
童
の
父
か
ら

１４

申
請
者
ま
た
は
対
象
児
童
が
受

け
取
っ
た
養
育
費
の
八
割
相
当

額
を
合
算
し
、
表
２
で
該
当
す

る
控
除
額
を
差
し
引
い
た
後
の

金
額
が
、
表
１
の
Ａ
未
満
で
あ

れ
ば
月
額
四
万
二
〇
〇
〇
円
、

Ｂ
未
満
で
あ
れ
ば
そ
の
額
に
応

じ
て
月
額
四
万
一
九
九
〇
円
か

ら
九
九
一
〇
円
ま
で
の
一
〇
円

き
ざ
み
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
同
居
の
扶
養
義
務

者
等
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

児
童
が
二
人
目
の
場
合
は
五

〇
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
は
一

人
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

※
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら
平

成　

年
４
月
１
日
で
五
年
以

１５
上
経
過
し
て
い
る
と
申
請
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

▽
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
ま
で
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

�
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る�
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
（
障
害
等
級
一
・
二
級

と
同
程
度
）

�
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

�
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

�
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

�
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

▽
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１４

額
か
ら
、
表
２
で
該
当
す
る
控

除
額
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

が
表
１
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ

ば
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
一
万

三
五
〇
〇
円
の
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

▽
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
（
中
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
、
公
的
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。

�
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る�
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る

�
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

�
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

�
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

�
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

▽
所
得
制
限

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１４

額
と　

年
中
に
児
童
の
父
ま
た

１４

は
母
か
ら
申
請
者
ま
た
は
対
象

児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の

八
割
相
当
額
を
合
算
し
、
表
２

で
該
当
す
る
控
除
額
を
差
し
引

い
た
後
の
金
額
が
表
１
の
限
度

額
未
満
で
あ
れ
ば
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
同
居
の
扶

養
義
務
者
等
に
つ
い
て
も
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽
助
成
の
範
囲

　

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関

で
診
療
な
ど
を
受
け
た
時
に
、

窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
申
請
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
等
の
い
ず
れ
か
が
住
民
税
を

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
一

部
負
担
金
を
お
支
払
い
い
た
だ

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

杉
並
区
に
住
所
が
あ
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
申
請
を
し

な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
制
度
の
対
象
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
福
祉
係
へ
。

�
女
性
経
営
者
の
た
め
の
経

営
診
断
セ
ミ
ナ
ー 

会
社
が
元
気
で
い
る
た

め
に
は

　

経
営
と
は
何
か
、
会
社
が
元

気
で
い
る
た
め
の
秘
け
つ
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
６
時　

１８

３０

分
〜
９
時 

産
業
商
工
会
館

（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

） 
１９

税
理
士
・
濱
路
義
朗 

区
内
企

業
ま
た
は
在
住
の
女
性
経
営
者

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
可
） 

二
〇
名 

無
料 

ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例

参
照
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
職

業
も
書
い
て
、
３
月　

日
（
必

１０

着
）
ま
で
に
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３
�
３
３
９
３
‐

５６

４
７
１
４
）
へ 

同
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
３
‐
４
４
１
０

�
杉
並
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

企
画
講
演
会 

食
べ
方
は
生
き
方
―
何
を

ど
う
食
べ
る
か
が
人
生
を
決

め
ま
す

　
 

３
月
６
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
３
時　

分 

杉
並
保
健
所

３０

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

�
栄

２０

養
改
善
普
及
会
会
長
・
近
藤
と

し
子 

一
二
〇
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
健
康
推
進
課
�
３

３
９
１
‐
１
０
１
５
へ
（
先
着

順
）

そ
の
ド
キ
ド
キ
、
も
し
か

し
て
パ
ニ
ッ
ク
障
害
？

　

パ
ニ
ッ
ク
障
害
は
、
突
然
の

時

場

師

対
定

費

申

問

時

場

師

定

費

申

問

強
い
不
安
感
や
恐
怖
感
か
ら
、

 
動  
悸 
・
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状

ど
う 

き

が
出
現
す
る
だ
れ
に
で
も
起
こ

り
う
る
病
気
で
す
。
適
切
な
診

断
・
治
療
・
服
薬
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

１１

３０

分
〜
３
時　

分 

上
井
草
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３
―
８
―

　

） 

高
円
寺
南
診
療
所
精
神

１９科
医
師
・
飯
島
正
広 

三
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上
井

草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４

‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

あ
お
ば
福
祉
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
エ
ル
ブ
活
動
報

告
会
、
講
演
会

　
 

３
月
５
日
�
午
後
１
時
〜

４
時
（
区
後
援
） 

荻
窪
タ
ウ

ン
セ
ブ
ン
ホ
ー
ル
（
上
荻
１
―

９
―
１
） 

�
報
告
会
＝
精
神

障
害
者
作
業
所
（
四
所
）
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
（
一
所
）
の
活
動

報
告
�
講
演
会
＝
「
精
神
科
疾

患
の
治
療
と
生
活
支
援
」 

と

お
る
医
院
院
長
・
高
橋
亨 

一

〇
〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

情
報
セ
ン
タ
ー
あ
お

ば
�
３
３
９
２
‐
７
９
４
６

家
族
介
護
教
室

　
 

３
月
４
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

 

高
齢
者
と
共
に
暮
ら
す
と
い

う
こ
と
〜
身
体
的
お
よ
び
心
理

的
変
化 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

一
五
名 

無
料 

・ 

電

話
で
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の

家
�
３
３
３
８
‐
８
６
３
０
へ

（
先
着
順
）

福
祉
機
器
を
使
っ
て
か

し
こ
い
介
助
方
法
を

　

福
祉
機
器
の
上
手
な
利
用
や

時

場

師

定

費

申

問

時

場

内

師定

費

申

問

時
場

内

対

定

費

申

問

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
介
護

す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
負
担
の

少
な
い
移
乗
や
移
動
が
あ
り
ま

す
。知
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　
 

３
月
７
日
�
午
後
２
時
〜

４
時 

福
祉
機
器
展
示
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
阿

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
一
階
）

 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

�
３
３
３
８
‐
８
６
３
０
へ（
先

着
順
・
先
着
一
〇
名
ま
で
実
体

験
あ
り
）

�
健
康
増
進
教
室 

春
に
向
か
っ
て
う
き
う

き
ダ
イ
エ
ッ
ト
！

　
 

・ 

・ 

�
３
月
９
日
＝

肥
満
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
医
師 

・
村
田
敦
子
）
�　

日
＝
食
の

１６

行
動
療
法
で
減
量
作
戦
、
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
実
演
（
女
子

栄
養
大
学
栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
主

任
・
蒲
池
桂
子
）
�　

日
＝
運

２３

動
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
、
自

分
に
あ
っ
た
減
量
方
法
を
み
つ

け
て
み
よ
う
／
い
ず
れ
も
火
曜

日
の
午
前　

時
〜
正
午 

上
井

１０

草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井
草
３

―
８
―　

） 

原
則
と
し
て
全

１９

日
参
加
で
き
る
区
民
の
方 

二

五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３

９
４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

時
場

定

費

申

問

時

内

師

場

対

定

費

申

問

▲近藤　とし子

ご
存
じ

ご
存
じ

で
す
か

で
す
か

確定申告はお早めに
　平成１５年分所得税の確定申告期限およ
び納期限は３月１５日�です。申告書はご
自分で書いて早めに提出してください。
　なお、申告書は郵送でも提出できます。

【問合せ】杉並税務署�３３１３‐１１３１
荻窪税務署�３３９２‐１１１１
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平成１６（２００４）年２月２１日（土曜日）

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家 

パ
ー
ト
職
員

�
介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
勤
務
日
＝

週
三
〜
四
日
、
土
曜
日
（
月
に

二
〜
三
日
）
を
含
む
▽
勤
務
時

間
＝
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
（
実
働
六
時
間
）、
シ
フ

３０
ト
制
▽
時
給
＝
八
五
〇
円
か
ら

 

若
干
名

�
送
迎
添
乗
員

　
 

勤
務
内
容
＝
通
所
バ
ス
へ

の
添
乗
▽
勤
務
日
＝
応
相
談
▽

勤
務
時
間
＝
午
前
８
時　

分
〜

３０

　

時　

分
／
午
後
２
時　

分
〜

１１

３０

１５

６
時　

分
（
午
前
・
午
後
と
も

１５

に
で
き
る
方
歓
迎
）
▽
時
給
＝

八
五
〇
円
か
ら 

若
干
名

☆

　
 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を

２
月　

日
ま
で
に
、
阿
佐
谷
北

２８

ふ
れ
あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０

１６６

０
１
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
ふ
れ

あ
い
の
家
�
３
３
３
８
‐
８
６

３
０

�
荻
窪
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
職
員

�
看
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・

介
護
な
ど
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

１５

１５

分
（
実
働
六
時
間
）
▽
資
格
＝

内
定

内

定

申

問

内

看
護
師
・
准
看
護
師
▽
時
給
＝

一
五
〇
〇
円 

若
干
名

�
介
助
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
勤
務
時
間

な
ど
＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後

１５

４
時　

分
（
実
働
六
時
間
）
▽

１５

資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以
上
の

資
格
を
持
つ
高
齢
者
の
介
護
に

熱
意
の
あ
る　

歳
未
満
の
方
▽

５０

時
給
＝
九
五
〇
円 

若
干
名

☆

　
 

写
真
を
は
っ
た
履
歴
書
を

３
月　

日
ま
で
に
、
荻
窪
ふ
れ

１５

あ
い
の
家
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７

荻
窪
２
―　

―
３
）
へ
郵
送
ま

２９

た
は
持
参 

同
ふ
れ
あ
い
の
家

�
３
２
２
０
‐
９
６
３
７

�
区
営
高
齢
者
住
宅
和
泉
み

ど
り
の
里 

生
活
協
力
員

　
 

業
務
内
容
＝
入
居
者
に
対

す
る
緊
急
時
の
対
応
、
安
否
の

確
認
、
相
談
業
務
な
ど
▽
業
務

時
間
な
ど
＝
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
緊
急
時

の
対
応
は
業
務
時
間
外
に
も
行

い
ま
す
）
▽
応
募
資
格
＝
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
�
高

齢
者
福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ

り
、
心
身
と
も
に
健
康
な　

歳
５０

以
下
の
方
�
保
健
師
・
看
護
師
・

准
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
の
資

格
を
取
得
（
予
定
）
し
て
い
る

（
配
偶
者
で
も
可
）
か
、
世
帯

の
中
に
区
内
の
医
療
機
関
ま
た

は
社
会
福
祉
施
設
に
勤
務
す
る

方
が
い
る
�
高
齢
者
住
宅
（
和

泉
４
―　

―　

）
内
の
生
活
協

４０

３１

力
員
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
に
、
大
人

二
名
以
上
の
世
帯
で
住
む
こ
と

が
で
き
る
（
子
ど
も
の
い
る
方

も
可
）
▽
募
集
世
帯
＝
一
世
帯

▽
委
託
料
＝
月
額
一
〇
万
円

（
住
宅
使
用
料
は
無
料
） 

履

定

内

定

申

問

内

申

歴
書
を
、
２
月　

日
（
必
着
）

２９

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ
（
〒　

‐
０
０

１６７

２
３
上
井
草
３
―　

―　

）
へ

３３

１０

 
 

サ
ン
フ
レ
ン
ズ
�
３
３
９

４
‐
９
８
３
３

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

仲
間
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば

し
ま
せ
ん
か
！

　
 

女
子
小
学
生 

・ 

下
表

の
と
お
り 

・ 

各
団
へ

�
ケ
ア　

阿
佐
谷 

２４

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
 

ケ
ア　

阿
佐
谷
（
阿
佐
谷

２４

北
１
―
７
―
３
） 

職
種
・
人

数
＝
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
三
名
・

常
勤
・
非
常
勤
ど
ち
ら
で
も

可
）、
認
定
調
査
員
（
若
干
名
・

非
常
勤
）
▽
勤
務
時
間
＝
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
▽

４５

１５

給
与
・
待
遇
な
ど
＝
河
北
総
合

病
院
に
準
じ
る 

・ 

平
野
�

３
３
３
９
‐
１
５
８
８
へ

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
沓

掛
ホ
ー
ム 

看
護
職
員
・
介
護
業
務

ア
ル
バ
イ
ト

�
看
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
利
用
者
の
看

護
業
務
全
般
▽
勤
務
時
間
な
ど

＝
週
五
日
勤
務
・
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
（
出
勤
日
は
勤
務
割

表
に
よ
る
）
▽
資
格
な
ど
＝
看

護
師
・
准
看
護
師
の
資
格
を
持

つ　

歳
ま
で
の
健
康
な
方
▽
募

６０
集
人
数
＝
若
干
名
▽
給
与
＝
月

額
二
〇
万
円
〜
二
七
万
円

�
介
護
業
務
ア
ル
バ
イ
ト

　
 

勤
務
内
容
＝
利
用
者
の
食

事
介
助
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
朝

食
＝
午
前
７
時　

分
〜　

時　

３０

１１

３０

分
、昼
食
＝
正
午
〜
午
後
２
時
、 （ 福 ）

問
（ 福 ）対

場

内

申

問

場

内
申

問

内内

夕
食
＝
午
後
５
時
〜
８
時
（
週

二
〜
三
日
）
▽
対
象
＝　

歳
ま

６０

で
の
元
気
な
方
▽
募
集
人
数
＝

若
干
名
▽
時
給
＝
九
〇
〇
円
▽

採
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
９
月

　

日
３０

☆

　
 

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書

を
郵
送
で
沓
掛
ホ
ー
ム（
〒　

‐
１６７

０
０
３
１
本
天
沼
３
―　

―
３４

　

）
へ 

同
ホ
ー
ム
�
３
３
９

２８５
‐
０
９
０
０
�
３
３
９
５
‐

０
９
７
０

�
身
近
な
公
園
で
花
を
育
て
る 

花
咲
か
せ
隊

　

区
立
公
園
が
区
民
の
皆
さ
ん

に
、よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、

一
緒
に
公
園
の
花
壇
づ
く
り
を

す
る
「
花
咲
か
せ
隊
」
を
募
集

し
ま
す
。
隊
員
の
方
に
は
、
花

壇
の
土
づ
く
り
か
ら
デ
ザ
イ

ン
、
植
付
け
、
手
入
れ
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申

問

　
 

４
月
〜　

年
３
月　

日 

１７

３１

希
望
の
区
立
公
園
（
す
で
に
実

施
し
て
い
る
公
園
に
つ
い
て

は
、
調
整
し
ま
す
） 

区
内
在

住
の
方
（
五
名
以
上
の
団
体
）

 

ハ
ガ
キ（
４
面
記
入
例
参
照
）

に
希
望
す
る
公
園
名
、
団
体
の

人
数
お
よ
び
代
表
者
と
連
絡
先

を
記
入
の
上
、
３
月
５
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
公
園
緑
地
課

公
園
事
業
係
へ 

同
係

生
涯
学
習
活
動
指
導
者

傷
害
保
険
加
入
者

　
 

保
険
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
４
月
１
日 

区
内
に
活
動

１７の
拠
点
を
置
い
て
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
生
涯
学
習
活
動
を
し
て
い
る

団
体
の
責
任
者
ま
た
は
指
導
者

で
、
無
報
酬
の
方 

申
請
書
と

必
要
書
類
を
３
月　

日（
必
着
）

１９

ま
で
に
、
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ

課
管
理
係（
区
役
所
東
棟
六
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課 

保
険
料
は
、
区
が
全
額
負
担
し

ま
す

�
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団 

託
児
員

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
対
象

に
実
施
し
て
い
る
託
児
サ
ー
ビ

ス
の
「
託
児
員
」
を
募
集
し
ま

す
。

　
 

教
室
実
施
中（
約
三
時
間
）

の
３
歳
〜
就
学
前
の
児
童
の
保

育
▽
場
所
＝
高
円
寺
体
育
館

（
高
円
寺
南
２
―　

―　

）、上

３６

３１

井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
上

井
草
３
―　

―
１
）、荻
窪
体
育

３４

館
（
荻
窪
３
―　

―
２
）、
下
高

４７

井
戸
運
動
場
（
下
高
井
戸
３
―

　

―
１
）
▽
資
格
な
ど
＝
満　

２６

２０

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
�
保

６０

育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
�

時

場

対

申

問

内

対
申

問

他

内

幼
稚
園
ま
た
は
小
中
学
校
教
諭

と
し
て
の
実
務
経
験
が
あ
り
、

育
児
経
験
の
あ
る
方
▽
時
給
＝

一
〇
〇
〇
円
程
度 

若
干
名 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例
参

照
）
に
、
生
年
月
日
、
資
格

（
�
の
方
は
実
務
経
験
年
数
も

記
入
）
と
育
児
経
験
の
有
無
、

従
事
で
き
る
曜
日
・
時
間
帯
・

場
所
も
書
い
て
、３
月
３
日（
必

着
）
ま
で
に
�
杉
並
区
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
〒　

‐
０
０
０

１６６

４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な

１４

み
阿
佐
ケ
谷
ビ
ル
八
階
）
へ 

同
財
団
�
３
３
１
２
‐
２
１
１

１
（
区
代
表
）

消
費
生
活
お
よ
び
環
境

関
連
の
団
体
登
録

　

４
月
１
日
、
区
立
消
費
者
セ

ン
タ
ー
と
「（
仮
称
）
す
ぎ
な
み

環
境
情
報
館
」
を
、
荻
窪
５
―

　

―　

に
開
設
し
ま
す
。
こ
れ

１５

１３

に
伴
い
、
新
た
に
消
費
生
活
関

連
と
環
境
関
連
の
活
動
を
行
う

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

団
体
登
録
を
す
る
と
、教
室
、

環
境
学
習
室
な
ど
を
優
先
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
登
録
団
体
は
、
さ
ざ
ん

か
ね
っ
と
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
 

登
録
要
件
＝
次
の
条
件
す

べ
て
に
該
当
す
る
団
体
�
五
名

以
上
で
三
分
の
二
以
上
が
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
構
成

さ
れ
、
会
則
（
規
約
）
と
名
簿

を
備
え
付
け
て
い
る
団
体
（
政

治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と
す

る
団
体
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
）

�
消
費
生
活
ま
た
は
環
境
に
関

す
る
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体

�
区
内
を
拠
点
に
活
動
し
、
代

表
者
が
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
で
あ
る
団
体
▽
受
付
開
始

＝
２
月　

日
か
ら 

・ 

消
費

２３

定

申問

内

申

問

生
活
に
関
す
る
団
体
＝
消
費
者

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
０
４

１６６

阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
�
３
３

３６

１
４
‐
３
６
４
３
）
▽
環
境
に

関
す
る
団
体
＝
環
境
課
環
境
都

市
推
進
担
当
へ

�
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー 

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー

プ
一
覧
」
へ
の
登
載

　

区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
動
し
て
い
る
女
性
団
体
・
グ

ル
ー
プ
の
情
報
交
換
や
交
流
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
一
覧
」

を
作
成
す
る
予
定
で
す
。
す
で

に
登
載
済
み
の
団
体
に
は
調
査

票
を
送
付
し
ま
す
。　

年
４
月

１４

以
降
に
結
成
さ
れ
た
団
体
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

代
表
者
と
主
な
構
成
員

が
、
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
、
政
治
・
宗
教
・
営
利

活
動
を
目
的
と
し
な
い
女
性
団

体
・
グ
ル
ー
プ 

・ 

電
話
で
、

３
月　

日
ま
で
に
男
女
平
等
推

３１

進
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３
‐
４

４
１
０
へ

 
３
月
の
出
張
教
育
相
談
室

　

済
美
教
育
研
究
所
で
は
、
子

ど
も
の
教
育
に
関
す
る
悩
み
に

つ
い
て
、専
門
的
な
立
場
か
ら
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
助
言
な
ど

を
行
う
出
張
教
育
相
談
室
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１１

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時 

井

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
下
井

草
５
―
７
―　

） 

区
内
の
幼

２２

児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
保
護

者
、
関
係
者 

無
料 

・ 

前

日
ま
で
に
電
話
で
、
済
美
教
育

対

申

問

時

場

対

費

申

問

研
究
所
�
３
３
１
１
‐
０
０
２

１
へ
予
約 

当
日
は
会
場
で
も

受
け
付
け
ま
す
が
、
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

相
談

　

長
期
修
繕
計
画
や
修
繕
工
事

な
ど
建
物
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
一
級
建
築
士
の
相
談
員
が

個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
 

３
月
３
日
�
・　

日
�
い

１７

ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午 

住

１０

宅
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
） 

区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
居
住

の
方 

各
回
二
名 

無
料 

・

 

電
話
で
、
住
宅
課
へ
（
先
着

順
）

女
性
の
心
の
悩
み
相
談
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ラ
イ
フ
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
認
定
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２９

１０

午
後
６
時 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
ム
（
荻
窪
４
―　
３２

―
４
） 

夫
婦
、
親
子
な
ど
家

族
間
の
問
題
や
子
育
て
、
自
分

自
身
の
悩
み 

二
〇
名
（
先
着

順
・
要
予
約
） 

無
料 

・ 

ウ
ォ
ー
ム
・
岡
本
�
５
３
３
５
‐

５
２
４
０
へ 他

時

場
対

定

費

申

問
時

場

内

定
費

申

問

〈ガールスカウト団員〉
連　　絡　　先集　会　場　所募 集 団

�３３３３‐４５３０坂口　光江双百合幼稚園
（南荻窪１‐４‐１２）東京都第５７団

�３３１１‐０１０５山口　良子大宮八幡宮（大宮２‐３‐１）東京都第６２団

�３３０２‐８６９８松木　コトエ和田中央児童館
（和田１‐３８‐１８）東京都第９２団

�３３９２‐６７４９梶原　美恵子桃井児童館（桃井２‐１０‐９）東京都第１３９団

�３３９８‐６９２６ 古胡 　満子
こが阿佐谷南児童館

（阿佐谷南１‐１４‐８）東京都第１５１団

 ３月３日�・９日�・１７日�・２３日�・３０日�
午後１時～５時（受付は４時まで）
 保健福祉相談窓口（区役所東棟１階）
※４月以降、相談日は毎週水曜日になります。
事前の予約が必要です。窓口または電話で
お申し込みください。

時

場

 ・ 保健福祉部管理課保健福祉相談担当申 問

苦情調整委員による３月の相談日苦情調整委員による３月の相談日
保健福祉サービス保健福祉サービス
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今
、
劇
団
の
ア
ト
リ
エ
は
火
の
玉
と

な
っ
て
燃
え
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、
池

１０

１４

袋
の
東
京
芸
術
劇
場
小
ホ
ー
ル
で
の
創

立
者
八
田
尚
之
の
世
界
「
よ
ろ
こ
び
」

「
証
言
台
」、二
本
立
て
公
演
の
た
め
の

 
稽  
古 
に
入
っ
た
の
は
、昨
年　

月
の
末
、

け
い 

こ

１２

１
月
か
ら
は
お
正
月
を
返
上
し
て
の
二

作
品
の
稽
古
で
、
ア
ト
リ
エ
は
休
み
な

く
回
転
し
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
薄

皮
が
は
が
れ
る
様
に
自
分
の
役
回
り
や

芝
居
全
体
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い

く
、
そ
れ
を
自
分
の
身
体
に
わ
か
ら
せ

る
稽
古
稽
古
で
す
。

　

私
は
一
六
年
前
か
ら
杉
並
の
方
々
と

詩
の
朗
読
の
勉
強
を
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。
本
を
は
な
れ
て
詩
人
の
選
び
ぬ

か
れ
た
詩
文
を 
暗
誦 
し
た
ら
、
だ
ん
だ

あ
ん
し
ょ
う

ん
自
分
の
も
の
と
し
て 
拵 
え
て
い
き
ま

こ
し
ら

す
。
さ
も
大
変
な
こ
と
の
様
で
す
が
と

て
も
楽
し
い
作
業
で
す
。
常
に
自
分
と

向
き
合
っ
て
い
る
作
業
な
の
で
こ
れ
が

良
い
勉
強
に
な
る
の
で
す
ね
。
会
員
の

み
ん
な
が
詩
人
の
魂
に
ふ
れ
、
会
を
重

ね
る 
毎 
に
美
し
く
な
っ
て
い
く
の
を
見

ご
と

て
い
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
で
も
芝
居
の
役
づ
く
り
は
そ
う
は

簡
単
に
い
き
ま
せ
ん
。
脂
汗
が
出
る
様

な
思
い
を
し
な
が
ら
の
創
造
で
す
。
自

分
が
そ
う
簡
単
に
他
の
人
間
に
な
れ
る

訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
稽
古
場

は
、
あ
る
時
は
血
が
し
た
た
ら
ん
ば
か

り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
昔
か
ら
勉
強

の
過
程
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と 
云 
っ
て
心
身
を
ほ
ぐ
し

い

て
い
く
方
法
が
盛
ん
に
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

と
も
あ
れ
、
稽
古
場
は
清
ら
か
な
熱

意
で
燃
え
立
っ
て
い
ま
す
。
何
か
を
発

見
で
き
る
と
て
も
楽
し
い
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
あ
と
は
観
客
で
す
。
お
客
様

あ
っ
て
の
、
観
て
く
だ
さ
る
人
が
あ
っ

て
の
芝
居
で
す
。

　
「
証
言
台
」
は
「
今
」
を
感
じ
ま
す
。

「
よ
ろ
こ
び
」
は
人
間
の
善
な
る
原
点

に
ふ
れ
、
ひ
と
り
で
に
熱
い
涙
で 
頬 
が

ほ
お

ぬ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
八
田
尚
之
の
世

界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん

の
お
客
様
が
ご
高
覧
く
だ
さ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。劇
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ア
ラ
、
散
歩
道
の
二
回
目
は
す
っ
か
り

宣
伝
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

お
客
様
あ
っ
て
の
芝
居
で
す
。
ぜ
ひ
一

緒
に
芝
居
創
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

劇
場
で
、
池
袋
で
お
会
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
第
一
回
杉
並
演
劇
祭
が

３
月
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
開
か
れ
ま

す
。
私
た
ち
は
３
月　

日
、
杉
並
区
役

２２

所
の
ロ
ビ
ー
で
ポ
エ
ジ
カ
ル
公
演
「
谷

川
俊
太
郎
の
世
界
」
を
出
し
ま
す
。　
１２

時
す
ぎ
か
ら　

分
の
構
成
で
同
じ
区
内

３０

在
住
の
詩
人
の
詩
を
上
演
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
ま
せ
。

女
優
・
宝
生
あ
や
こ
…
�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど

を
テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

�

��

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ富士学園ホテル・
コニファーいわびつ

湯　の　里
「杉菜（すぎな）」新施設名称

（杉並区立弓ケ浜学園）（杉並区立富士学園）（すぎなみ自然村）（湯河原すぎなみ荘）旧施設名称
５８１９‐５５１２

（午前１０時～午後５
時、土曜・日曜・祝日
を除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、
土・日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５

（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時
間）

申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス
区民・一般区民・一般区民一般区民料金区分

キャンペーン中
につき通常７０００
円のところ３月
３１日まで５０００円

３月２１
日まで
金曜～
日曜の
料金
５５００円

６４００円

杉並プラン３月３１日
まで大人７０００円（税
込）子ども５７００円

（税込）大人の場合、
区民同伴、在勤・

８０００円７６００円大　人
平
日宿

泊
料
金
（
税
抜
き
）

５７００円５３００円子ども

７０００円
在学の方
も同料金

８６００円～９０００円８６００円大　人休
前
日 ７０００円～６７００円６３００円子ども

利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金に対して、区民（区内在
住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用されます（消
費税は宿泊補助前の宿泊料金に対してかかります）。また、利用日の一週間前からの変更、取
消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日
（注）１．区からの宿泊補助の適用を受けるためには、免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者手帳

など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入してくださ
い。（お持ちいただけない時は、宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。２．
富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊の予
約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。なお、近畿日本ツ
ーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異な
る日があります。詳細については申込先にお問い合わせください。（富士学園・弓ケ浜クラブ
は、学校優先使用のためご利用いただけない日もあります）５．各施設のパンフレットは区役
所、区民事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

なし

４月の利用申し込み
　研修使用日以外は、３月１０日から使用
日の前日まで、電話または区役所内窓口
で受け付けます。なお、３月１０日は電話
のみの受付（受付順）となります。 
　予約の取れた方には使用承認書をお
送りします。この承認書は忘れずに現地
施設にご持参ください。利用料金などは
現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿日本
ツーリスト区役所内
店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

 

�第１４回杉並カップスキー競技大会（第２戦）
　 ３月２０日�（区後援） 菅平・裏太郎かもしか
スキ－場 回転（２本） 区内在住・在勤・在学の
小学生以上の方および区スキー連盟会員（新規登録
も可） なし １人３０００円 ・ 所定の申込用紙
（区立体育施設・�杉並区スポーツ振興財団・社会
教育スポーツ課にあります）に必要事項を書いて、
郵送またはファクスで３月１４日（必着）までに区ス
キー連盟・北島英夫（〒１６６‐００１２和田１‐３５‐３
�・�３３８１‐６６０７／午後７時～１１時）へ。参加費は
「みずほ銀行方南町支店　普通口座８０３４５７６『杉並区
スキー連盟　北島英夫』」へ振り込み
�都民体育大会予選会
◇アーチェリー
　 ・ ３月１４日�＝上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１）、４月２５日
�＝光が丘公園弓道場（練馬区光が丘４‐１‐１）いずれも午前９時～ 区内在
住・在勤・在学の方（学連加入者は除く） ３０名 １人上井草＝２００円、光が丘
＝１９００円 ・ 電話で、区アーチェリー協会・小杉�３３９０‐６８３９（平日午前９時
～午後９時）へ
◇弓道
　 ３月２１日�午前１１時～ 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐１） 
一般男子・女子 区内在住・在勤・在学の方（区弓道連盟会員は区外も可） １５
名（抽選） 無料 往復ハガキ（４面記入例参照）に弓道段位、在勤の場合は勤
務先の名称・所在地・電話番号も書いて、３月１２日（必着）までに区弓道連盟・
宍戸文育（〒１６８‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３）へ 同連盟・宍戸�３３２９‐４６１４

 

�プールで魚つり
　プールで金魚やコイを釣ることができます。釣った魚は５匹まで持ち帰りでき
ます。
　 ３月７日�・２１日�いずれも午前１０時～午後３時（入場は２時３０分まで）※
開始時間が変更になりました 和田堀公園プール（大宮２‐２‐１０） 区内在
住・在勤・在学の方 各日１５０名 大人３００円、小・中学生１００円（小学生未満無
料） 当日、直接会場へ �杉並区スポーツ振興財団�３３１２‐２１１１（区代表）
 �さお、仕掛け、エサは持ち込み自由。貸出（無料）もしています�持ち帰り
用の入れ物は各自でご用意ください�車での来場はご遠慮ください�１１時から、
希望者を対象に釣り方などの簡単な講習会を行います�使用する魚は安全が確認
されています
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平成１６（２００４）年２月２１日（土曜日）
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◆３月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）
�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

２・１６日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

８日
午後１時１５分～２時

２４日
午前９時～１０時

２５日
午前１０時～１０時３０分

５日
午後１時１５分～３時

４日
午前９時１５分～１０時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

２・９・１６・２３日１・８・２２日１０・１７・２４・３１日３・１０・１７・２４日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪保健センターの１０・１７日、高井戸保健センターの１７日・高円寺保健センターの８日は

午後１時～）
１６日（事前申込制）１５日（事前申込制）２４日（事前申込制）１７日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時～）

１８日午後１時３０分～
３時

１８日午前１０時３０分～
１１時３０分

１２日午後１時３０分～
３時３０分

４日
午前１０時３０分～正午

３日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

８日午後１時１５分～２時３０分
１５日午前９時～１０時３０分　

１０日午後１時１５分～２時３０分
２４日午前９時～１０時３０分

９・２３日
午前９時～１０時３０分

８・１７日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１３日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）

４日午後１時３０分～４日午後１時３０分～２６日午後１時３０分～
４・１８日午後１時３０分～
２５日午前９時３０分～

３日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１８日午後１時３０分～１５日午前９時３０分～５・１２日
午後１時３０分～

１８日午後１時３０分～
２４日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予約

（注）１．杉並区に転入し、妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は、各保健センターまたは区役所１階保健福祉相談窓口へ。２．高円寺保健セ
ンターでは１９日�午後１時３０分から酒害相談（無料）も行います（要電話予約）。３．歯科相談は、各保健センターで行っています（要電話予約）。

急病診療のご案内
※まず、電話で確認！ 保険証を忘れずに

歯科休日急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

�３３９１‐１５９９

�３３９８‐５６６６

休日等夜間急病診療所（荻窪５‐２０‐１杉並保健所内）

東京都保健医療情報センターひまわり   �５２７２‐０３０３　　
東京消防庁災害救急情報センター  �３２１２‐２３２３

２４時間
受　付（ ）

調 剤 薬 局 �３３９１‐５５３９
日曜・祝日：午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）【歯　科】

平日：午後７時３０分～午後１０時３０分
（受付は午後１０時まで）

土曜日：午後１時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （耳鼻咽喉科のみ、午後１時～午後５時は輪番の医院にて）
日曜・祝日：午後５時～午後１０時 （受付は午後９時３０分まで）
 （午前９時～午後５時は輪番の医院にて）

【小児科】

【内科・小児科・外科・耳鼻咽喉科】

安心して健やかに生活できる「健康都市杉並」をめざして

「「「「「「「「「「杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉並並並並並並並並並並区区区区区区区区区区ににににににににににおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけるるるるるるるるるる喫喫喫喫喫喫喫喫喫喫煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」「杉並区における喫煙対策指針」
をををををををををを策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定ししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたたを策定しました

１５年５月１日から健康増進法が施行され、受動喫煙の防止について規定されました。喫煙対策を進め
ていくためには、皆さんの協力が必要です。区では、４つの柱を揚げ喫煙者、非喫煙者双方の健康増
進をめざします。　　　　　　　   　　　――問い合わせは、杉並保健所健康推進課�３３９１‐１０１５へ。

　区では、未成年者の喫煙防
止の普及啓発のため、区内中
学校の生徒にポスターの募集
を行いました。
　審査の結果、大賞に泉南中
学校の柴田紗希さんの作品が
選ばれました。今後、受賞作
品を啓発事業に活用させてい
ただきます。

　ニコチンの依存性により喫煙が習慣化
する前に、喫煙の開始を避ける対策が大
切です。特に、健やかな体の成長が望ま
れる未成年者がたばこによって健全な成
長を阻害されないよう、学校・地域・家
庭における喫煙防止教育とともに、社会
全体で広く未成年者の喫煙を防止する環
境を形成していきます。

　区立施設は、喫煙できる場所とできな
い場所を区分し、非喫煙者が受動喫煙の
影響を受けることのないよう環境整備を
します。
　多くの人が集まる公共的施設の管理者
にも、受動喫煙を防止するために必要な
措置を講じるよう働きかけていきます。
また、地域全体で分煙化を推進します。

　区は、「杉並区生活安全及び環境美化に
関する条例」（１５年１０月１月施行）で定め
る責務の実行に努めるとともに、受動喫
煙を防止するための喫煙マナーの啓発や
環境整備に取り組んでいきます。

　たばこに含まれるニコチンには強い依
存性があり、たばこをやめたいと思って
もなかなか禁煙できないのが現状です。
　区では、禁煙を希望する喫煙者への支
援を行います。

▲泉南中学校　柴田紗希さんの作品

分煙対策

喫煙マナーの向上と
環境美化への取り組み

未成年の喫煙防止対策

禁煙サポート

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万２４３２人（３８減）
　男　／２４万８１１６人（３４減）
　女　／２６万４３１６人（４減）
世帯／２７万５３８７　（１２１減）

外
国
人
登
録

人口／１万１３３４人（２３減）
　男　／　　５７０８人（１減）
　女　／　　５６２６人（２２減）
世帯／　　９１５８　（２１減）

１６年２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万３７６６人（６１減）
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杉
並
第
九
小
学
校
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２
月
６
日
�
に
杉
並
第
九

小
学
校
で
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
「
英

語
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
の
受
講
生
四
名
が
実
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
三
時
間
目
に
三

年
一
組
、
四
時
間
目
に
三
年

二
組
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
声
か
ら
英
語
で
あ
い

さ
つ
。
講
師
の
声
に
続
き
子

ど
も
た
ち
も
声
を
そ
ろ
え
て

英
語
で
答
え
ま
す
。
照
れ
も

あ
る
の
か
初
め
は
声
が
小
さ

く
、
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち

に
顔
も
上
が
り
声
も
大
き
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
講
師
の

自
己
紹
介
も
英
語
で
行
わ

れ
、
ほ
と
ん
ど
日
本
語
の
会

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
楽
し
い
雰
囲
気
で
授
業
は

進
ん
で
行
き
ま
す
。

　

今
日
の
授
業
の
目
標
は
、

「
英
語
で
数
字
を
覚
え
よ

う
」。ま
ず
は
１
か
ら　

ま
で

５０

講
師
の
後
に
続
い
て
英
語
で

発
音
し
て
い
き
ま
す
。
元
気

よ
く
発
音
で
き
る
と
「
グ
ッ

ド
サ
ウ
ン
ド
」と
褒
め
言
葉
。

英
語
で
「
イ
チ
ロ
ー
の
背
番

号
は
？
」、「
松
井
の
背
番
号

は
？
」
と
聞
か
れ
て
も
間
違

え
ず
に
英
語
で
答
え
ま
す
。

　

次
は
、
四
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
数
字
当
て
で
す
。
一
チ

ー
ム
八
人
で
そ
れ
ぞ
れ
に
配

ら
れ
た
数
字
を
一
斉
に
発
音

し
相
手
の
チ
ー
ム
が
聞
き
取

っ
て
当
て
る
も
の
で
す
。
相

手
に
聞
き
取
ら
れ
な
い
よ
う

に
大
き
な
声
で
叫
び
ま
す
。

　

そ
の
次
に
は
、
講
師
が
引

い
た
数
字
を
当
て
る
ク
イ
ズ

を
し
ま
し
た
。
講
師
は
持
っ

て
い
る
数
字
が
子
ど
も
た
ち

の
答
え
た
数
字
と
比
べ
て
低

い
か
高
い
か
を
英
語
で
答
え

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の

手
が
か
り
を
頼
り
に
、
英
語

で
答
え
ま
す
。
見
事
に
当
た

る
と
「
ビ
ン
ゴ
！
」
の
声
。

当
て
た
子
ど
も
は
笑
顔
で
う

れ
し
そ
う
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
英
語
の
歌
や

踊
り
な
ど
、
身
振
り
手
振
り

で
英
語
を
表
現
し
な
が
ら
覚

え
て
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
最
後
の
あ
い
さ

つ
も
英
語
で
す
。
始
ま
っ
た

時
に
は
小
さ
か
っ
た
声
も
、

自
信
た
っ
ぷ
り
の
大
き
な
声

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
授
業
の
感
想
を
聞
い
て

み
る
と
、
照
れ
な
が
ら
も
笑

顔
で
「
楽
し
か
っ
た
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

▲数字は聞き取れたかな？
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指
針
の
４
つ
の
柱

指
針
の
４
つ
の
柱


